










要旨:1983 年の在宅障害児の実態調査症例の 10 年後の 1993 年における追跡調査では,在

宅介護 54.1%,施設入所 19.5%,死亡 21.9%であった。

1993 年に調査した結果から在宅障害児の新たな問題点として病院への通院が困難である

ため呼吸器感染などの際に投薬のみ受けている者が多いことが明らかになった。

酸素飽和度の検討より,慢性の低酸素血症を有する者の存在が判明した。

介護支援体制の不備により,介護者に過重な負担がかかっており,デイケア施設を中心とし

た在宅重心児への地域総合支援体制の早期整備が望まれる。


